
          静岡県信用漁業協同組合連合会

当ディスクロージャー誌は当連合会が自主的に開示するものであります。
本資料に掲載の計数につきましては、平成28年度仮決算に基づくものであり、会
計監査は受けておりません。
記載金額は、原則として単位未満を切り捨てて表示しておりますので合計が内訳
数値の合計と一致していない場合があります。

平成28年度半期マリン・レポート



事業概況

漁協の貯蓄推進協力のもと、各地域の特性を生かした貯金キャンペー
ン活動の展開や公金貯金の獲得により、平成28年9月末貯金残高は平
成28年3月末対比で176億円増加となる1,319億円の実績となりました。

漁業者・水産加工業者に対し、静岡県及び農林中央金庫の利子助成
制度を活用した漁業近代化資金の利用促進を展開しました。
しかしながら、近年の厳しい漁業実態による資金需要の低迷等により、
平成28年9月末貸出金残高は平成28年3月末対比で14億円減少となる
283億円の実績となりました。

中期経営計画・事業計画にもとづき、事業量の確保、経費の節減に取
組んだ結果、平成28年度上半期事業実績につきましては、当期剰余金
2億1,445万円を計上することができました。

主要な取組み

　平成28年度は、「中期経営計画（平成28～30年度）」の基本方針に基づき、会
員・関係団体等との一体的な連携態勢を一層強化し、健全経営を維持しなが
ら、会員・利用者等に対し、水産金融機能を安定的・効率的に発揮し、より強固
な「県下JFマリンバンク運営体制」を実現するための基盤固めの１年と位置づけ
諸施策に取組みます。

経営基盤の整備・強化
　（１）会員等との連携体制の維持・強化
　（２）県下水産業振興への貢献
　（３）店舗運営・業務管理体制の整備・強化

経営の健全性確保
　（１）法令等遵守態勢維持・強化（コンプライアンスプログラムに基づく取組み）
　（２）リスク管理態勢の整備（リスク管理態勢の見直し）
　（３）財務基盤の充実

事業収益基盤の強化
　（１）事業推進強化による貯金・貸出金の増強
　（２）余裕金運用強化
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主要勘定残高の状況

（単位：百万円）

平成28年3月末 平成28年9月末 前期比

114,322 131,984 17,662

29,844 28,393 ▲ 1,451

87,590 106,851 19,261

金融再生法開示債権

（単位：百万円）

平成28年3月末 平成28年9月末 前期比

1,275 1,357 82

839 819 ▲ 20

113 98 ▲ 15

2,227 2,274 47

27,686 26,176 ▲ 1,510

29,913 28,450 ▲ 1,463

・

・

・

・

　

自己資本比率の状況

（単位：％）

平成28年3月末 平成28年9月末 前期比

17.78 16.81 ▲ 0.97自 己 資 本 比 率
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正 常 債 権

合計

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

「正常債権」とは債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、「破産更生債権及びこれらに準ずる債
権」、「危険債権」、「要管理債権」以外のものに区分される債権をいいます。

平成28年9月末の債権額は次の方法により算定しています。

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは破産、会社更生、再生手続等の理由により経営破綻に陥っている債務者に
対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。

「危険債権」とは債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の
元本の回収及び利息の受取ができない可能性の高い債権をいいます。

「要管理債権」とは基本的には、リスク管理債権の「３ヶ月以上延滞債権」、「貸出条件緩和債権」に該当する債権をいいま
す
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お問い合わせ先 静岡信漁連 総務部

〒420－8644 静岡市葵区追手町9番18号
℡：054－273－4414 FAX：054－255－3051

MarineReport


